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檄

緩まず、危機感をもって!!
　明日８月18日、第４５回衆議院議員選挙が公示される。
　悲願である政権交代を目指す総選挙の闘いの火ぶたが切って落とされる。
　７月21日の解散以来４週間が経過し、闘いは既に終盤戦といった雰囲気を感じさせるなかで、全国各地で事前準備等の活動に力を注いでこられた構成組織、地方連合会、地協の皆さんに心から敬意を表したい。
　明日からいよいよ本番、伝えられる状況は多くの選挙区で、大接戦、特に劣勢だと言われてきた自公両党の候補者の巻き返しが目立っている。
　今回の総選挙の眼目は政権選択。自公政権か、民主党を中心とする政権への交代が成るか、そのことが問われる選挙である。業界団体と族議員、そして高級官僚と天下りＯＢを軸とする政権か、国民目線で国民生活第一の政策を掲げる政権か、まさにその点を問う選挙である。
　民主党に風が吹いていると言われるが、解散後の自公両党の候補者の運動は、危機感を前面に打ち出し激しさを増している。日に日に自公両党の反攻が功を奏し、今や逆転と言われる選挙区も多くある。
　選挙戦は緩んだ方が負けだ。政権交代の成否は投票日までの13日間の運動にかかっている。最後まで懸命に闘った方に勝利の女神は微笑む。今一歩、今一歩の気概でこの暑い夏の闘いに力を合わせて闘い抜くしかない。投票日までの13日間、職場で地域で果敢に闘いを進めよう。組合員と家族、親戚、知人友人に今回の選挙の意義等、訴えに訴え続け、必ず投票に行ってもらおう。構成組織、地方連合会、地協の総力を結集して頑張り合おう。
　選挙戦は緩んだら負けだ。危機感を持ち続けて闘おう。そして、「政権交代の夏」を何としても実現し、安全・安心・信頼の日本を取り戻そう。
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